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バランスのよくとれた本格的な研究である O 最初に，国際民事司法共助の観念と歴史を概観したのち( 1 章) , 日本
の証拠共助法制の現状と問題点(手続きが複雑で，不透明なこと，経由する機関が多すぎることなど)を探求する
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( 2 章)。ついで日本の国際民事証拠法制の将来にとって重要な鍵となる， 1970年のハーグ証拠収集条約における証拠
共助システムを検討し，その進歩性(詳細な条文化，運用のための特別委員会制度など)を指摘した上で( 3 章) , 
この条約の適用を巡って，アメリカと他の締約国との間で生じている，域外的ディスカヴァリの実施から生じる国際
司法摩擦の問題を検討する (4 章)。最後に，日本の立場からみた将来の課題と展望を論じる( 5 章)。
本論文は， 日本法，ハーグ条約，アメリカ法を中心とした外国法をその立法の過程，実務，判例，学説を丹念にフォ
ローし，分析する。その点で，今後の研究の基礎的文献となろう。さらに現行法制の問題点を指摘した上で，その解
決策として，証拠収集条約の批准を提言する点や，アメリカとの国際司法摩擦については，双方の歩み寄り以外に解
決の道はないとの指摘も重要である。また，本研究は理論と実務，解釈論と立法論，現状の分析と将来の解決の方向
の模索， 日本法と条約を含めた比較法のいずれの側面からいっても，バランスのとれた優れた研究であり， この問題
に関する，基礎的研究としての地位を有することになろう。博士の学位を授与するに十分に値するものと判断するO
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